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安全に関する指示 

正確かつ安全な状態で製品を維持する手順を確認します。ここで指定した対策以外にも一般に認められた安全手

順に従う必要があります。 

本製品を組み込んだシステムの全体的な安全性は、システム設計者の責任となります。 

シンボル 

これらのシンボルは、重要な安全上の懸念を警告するためにプローブ本体またはマニュアルに表示されます。 

 

 
機器の損傷に対する注意、または人身傷害に対する警告。人身事故や破損を防ぐために、取扱説明書を参照

してください。条件が完全に理解され、満たされるまでは続行しないでください。 

 

 
ESD注意。静電気対策が講じられていない場合、プローブまたは機器を損傷する可能性のある静電気放電

（ESD）のリスク。 

 

使用上の注意 

人身事故や機器の損傷を防ぐため、以下の指示に従ってください： 

指定されたとおりに使用してください。このプローブは互換性のあるテレダイン・レクロイの機器とのみ組み合わせて

使用されるように設計されています。指定外の方法で接続された機器およびプローブの使用においてはプローブの

保護機能が働かない可能性があります。 

このプローブに互換性のあるアクサせりのみ使用してください。用途に応じた定格の付属品のみを使用してくださ

い。プローブに同梱されているアクセサリ以外を使用すると、電気的な危険が生じることがあります。 

適切に着脱してください。プローブをオシロスコープに接続してから、測定する回路に接続してください。プローブチッ

プの接続/取り外しを行う前に、テスト回路の電圧を落としてください（ブラウザを除く）。 オシロスコープからプロー

ブを外す前に、プローブを回路から外してください。 

主回路の測定に使用しないでください。 

過大入力を避けてください；全ての端子定格を遵守してください。高周波成分を含む信号を測定する場合は、周波

数ディレーティングを遵守してください。 

ケーブルを過度に曲げないでください。ケーブルにストレスを与えるような、きつい曲げ、潰し、圧迫、捻りなどは避け

てください。 

プローブの保護カバーを取り外さないでください。露出した接続部に触れた場合感電の危険性があります。 

プローブ本体を分解したり、内部の部品を取り外したりしないでください。修理は、必ずテレダイン・レクロイの担当

者に依頼してください。 

室内で使用し規定の動作環境内で御使用ください。高湿もしくは爆発性雰囲気中では決して使用しないでください。 

製品の表面を清潔で乾いた状態に保ってください。 

故障が疑われる場合は操作しないでください。毎回使用する前に、損傷がないかプローブとアクセサリを点検してく
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ださい。もし部品に破損が生じた場合は即座に操作を中止し、決して不用意に使用しないでください。使用する前に、

プローブ本体、ケーブル被覆、付属品などに傷やその他の異常がないか、プローブとアクセサリを点検してください。

もし部品に損傷がある場合、即座に使用を中止し、プローブを取り外してください。 

プローブの取り扱い 

レールプローブは、精密テスト機器です。プローブの取り扱いや保管には十分注意してください。リード線やケーブル

を急激に曲げたり、過度の負担をかけたりしないでください。 

ESD 注意：機器の使用または取り扱いの際には、常に静電気防止手順に従い（リストストラップを着用な

ど）、損傷を防いでください。 

警告：IEC/EN 61010-031:2015によるハンドヘルド使用の最大安全入力電圧は 60 Vdc（グランドを基準）

です。 
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はじめに 

テレダイン・レクロイの RP2060および RP4060電源レールプローブは、以下のテストで低電圧 DC信号を捕捉するた

めに特有な要件を満たしています： 

• パワーマネージメント IC（PMIC）、電圧レギュレーターモジュール（VMR）、ポイントオブロード（POL）スイッチ

ングレギュレーターなどのデジタルパワーマネジメント・コンポーネントまたは、低ドロップアウトレギュレータ 

• デジタルパワーマネジメント・コンポーネントを含む完全な組み込みシステム 

レールプローブは、被試験デバイス（DUT）に負荷をかけることなく、低インピーダンス、低電圧の DC 電源/電圧レー

ル信号を捕捉することができます。高感度（ゲイン）、低ノイズ、高オフセットを実現し、DC電源/電圧レール信号をオシ

ロスコープの垂直中央に表示することができます。 

主な特徴 

• 高いオフセット能力（±60V）により、ゲイン/感度の設定にかかわらず、DC 信号をオシロスコープのグリッド

垂直中央に表示することができます。 

• 低減衰比（公称 1.2:1）により、非常に低い、プローブ自己ノイズレベルを実現します： 

o RP2060、約 110uVrms 

o RP4060、約 160uVrms 

• 50ΩDC カップリッグでオシロスコープに接続。高い DC 入力インピーダンス（50kΩ）で DUT への負荷を最

小化 

• 高ダイナミックレンジ（±800 mV） 

• 2または 4GHz帯域幅 

• ProBus インタフェース。様々なプロービングシーンに対応する豊富なリード類 

広帯域。低周波も高周波も測定可能 

レールプローブは、一般的に使用されている代替方法よりも優れたソリューションです。 

よく使われる方法としては、50Ω伝送路を使い、オシロスコープ側を 1MΩカップリングで終端する方法があります。こ

れは、ある人にとっては許容できる帯域幅性能を提供しますが、1MΩ入力に終端された 50Ωケーブルの負荷インピ

ーダンスは、50Ωケーブルの長さに依存し、ケーブルの長さに比例する周波数においてゼロになります。この影響を

緩和するためにダンピング抵抗を使用することもできますが、オシロスコープへの 1MΩ入力は通常 500MHzに制限

されており、オシロスコープは本来、最も敏感なゲイン設定において DC レール電圧と同等の高いオフセット調整能力

を持つ必要があります。テレダイン・レクロイの HDO オシロスコープは例外ですが、このようなケースはほとんどありま

せん。 

オシロスコープの入力チャンネルに高いオフセットが必要な場合は、ケーブル接続とオシロスコープ入力の間にDCブ

ロックを使用するか、オシロスコープ入力をACカップリングすることができます。DCブロックは、非理想的な低周波応

答（通常、DC～100kHz または DC～10MHz をブロック）を持ち、通常オシロスコープの捕捉時間（100ns～10ms）に

見られる低周波信号成分を除去します。この方法では、DC オフセットがゼロでない信号を誤解させて表示したり、低

周波成分が失われたりするため、ステップ電圧変化時の波形に「ドループ」や「ザグ」が発生する可能性があります。

AC入力結合時のオシロスコープの周波数特性下限は、通常 DCに近い値（約 10Hzのローパスカットオフ）になりま

すが、それでも理想的ではありません。  
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レールプローブは、上記のトレードオフを解消し、非常に高い帯域幅で、より正確でより便利なDC電源/電圧レールプ

ロービングを可能にします。 

下の簡略化した回路図では、レールプローブ部分がグレーでハイライトされています。入力は広帯域の SMA コネクタ

を使用し、0.1μFのコンデンサと並列の 50kΩ抵抗でグランドに終端されています。この終端は、DC付近では高い入

力インピーダンス、高周波では低い入力インピーダンスを実現し、低インピーダンス DC 電源レールプロービングに適

しています。2 段オフセット DAC により±60V のレンジを実現しています。これにより、オフセット値を高精度（0.1%±

3mV）に設定することができます。出力は BNC 接続でテレダイン・レクロイの ProBus インタフェースから 50Ωのオシ

ロスコープ用終端に接続します。オートゼロ接地スイッチにより、被測定機器からプローブを外すことなく、いつでも

DC値をオートゼロすることができます。 

 

 

豊富なリード類 

電源レールに接続するためのソルダイン・リードとMCXまたは U.FL（IPX またはMMCX と互換性がある）PCBマウン

ト・レセプタクルが付属しています。複数のソルダイン・リードや PCB マウント・レセプタクルはそのままにしておき、プロ

ーブ MCX ケーブルを必要に応じてリードやレセプタクルから別のものに繋ぎ変えて移動することが可能です。コンパ

クト（3mm×3mm）な U.FLPCBマウント・レセプタクルは、小型で電源ラインが密集したモバイル/ハンドヘルド PCBに

多くの PCB マウント・レセプタクルを設置することができます。別売りのブラウザチップ・アクセサリ（RP4000-

BROWSER）をご利用いただけます（有料）。 

必要に応じて、ケーブルとリードの接続部品をレールプローブとは別に、トランスミッションライン・プローブとして使用

することも可能です。これは、DC 電源/電圧レールのダイナミックレンジがプローブの±800mV 定格範囲を超えるよう

な電源シーケンステストに有効です。回路への接続のセクションを御覧ください。 

ProBus インタフェース 

レールプローブは、ProBusインタフェースを使用して、テレダイン・レクロイ製オシロスコープに接続します。ProBusイン

タフェースによってプローブは測定機器に統合されます。電源はインタフェースを介してプローブに供給されるため、

別個の電源またはバッテリは不要です。また、減衰比は自動認識されます。すべての互換性のあるテレダイン・レクロ

イ製オシロスコープは、すべての入力チャンネルでレールプローブの接続をサポートします。 
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互換性 

レールプローブが正常に機能するには、以下のMAUI（XStreamDSO）ファームウェアのバージョンが必要です： 

• RP4060：10.1.x.x以上（32ビットまたは 64ビットMAUIオシロスコープ） 

• RP2060：10.2.x.x以上（32ビットまたは 64ビットMAUIオシロスコープ） 

メモ：レールプローブは、必要なファームウェアレベルにアップデートできないテレダイン・レクロイ製オシロスコープモ

デルとは互換性がありません。ご利用可能なオシロスコープのアップグレードについてはサービスセンターにお問い

合わせください。 

対応するオシロスコープの全モデルについては、当社のウェブサイトをご覧ください。 

1つまたは複数のDC電源／電圧レールのパワーインテグリティ試験、デジタル・パワー・マネジメントおよびシステム・

パワー・マネジメント試験には、高分解能、広帯域、高い内蔵オフセット機能、8 チャンネル以上の利用が可能なことか

ら、テレダイン・レクロイの分解能オシロスコープ（HDOおよび HDモデル）を推奨します。 

パワーインテグリティ試験には、1GHz以上の帯域幅を持つオシロスコープを推奨します。 
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プローブキット 

RPxx60プローブには、以下のものが同梱されています。 

項目 数量 

RP2060/RP4060アクティブ電圧レールプローブ 1 

SMA-MCXアダプタ 1 

SMA-MCX延長ケーブル、0.9m 1 

4GHz MCX-ソルダイン・リード、18cm 3 

MCX 6mm×6mm PCBマウント 3 

3GHz MCX-U.FL超小型同軸ケーブル、8cm 3 

U.FL 3mm×3mm PCBマウント 5 

フォームインサート付きソフト収納ケース 1 

クイック・スタート・ガイド 1 

SMA-MCX延長ケーブル 

このケーブルは、プローブハウジングからリードやケーブルのMCXコネクタまで 0.9m延長でき、MCX 6 mm x 6 mm 

PCBマウントに直接取り付けることができます。 

MCX ソルダイン・リード 

4 GHz定格、長さ 18cmのソルダイン・リード。レールプローブには 3本のリードが付属していますが、それ以上のリー

ドはアクセサリまたは交換品として部品番号 RP4000-MCX-LEAD-SIで購入することができます。 

MCX 6mm x 6mm PCBマウント（レセプタクル） 

付属の SMA-MCX延長ケーブルは、これらの 6mm角 PCBマウントに直接接続し、最適な信号忠実度を実現します。

レールプローブには 3 つの PCB マウントが付属しており、それ以上のマウントは TE Connectivity から部品番号

1061015-1で購入することができます。 

超小型 U.FL同軸ケーブル 

IPXおよびUMCCコネクタと機能的に同等であり、非常に高密度な回路やコンパクトな回路に最適な超小型コネクタ

です。この 3GHz定格同軸ケーブルアセンブリは、以下の U.FL PCB マウント・レセプタクルに適合する IPX コネクタを

使用しています。レールプローブには、3本のケーブルが付属しています。 

メモ：U.FL と互換性のある超小型 PCB マウントやケーブルは他社からも販売されていますが、テレダイン・レクロイは

付属の U.FLケーブルとマウントの周波数特性をシステムとして検証しており、その使用方法を推奨します。 
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U.FL 3 mm x 3 mm PCBマウント（レセプタクル） 

3mm角の U.FL PCBマウントはMCXの 1/4のサイズで、超小型 U.FLケーブルに対応します。レールプローブには 5

個付属していますが、それ以上の個数はヒロセ電機から部品番号 U.FL-R-SMT-1（10）Tで購入することができます。 

MCX-SMAアダプタ 

DUTの SMAコネクタに延長ケーブルを取り付けるためのアダプタです。 

 

RPxx60 アクティブ・レールプローブ・キット 
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RP4000-BROWSER付属品 

RP4000-BROWSER の付属品は、÷1 高周波伝送線路用ブラウザチップです。RP4000 のブラウザチップとケーブル

は、レールプローブのハウジングにある SMA コネクタに取り付けます。DC 付近では高い入力インピーダンスで、高周

波ではオシロスコープの 50Ωカップリングで終端されます。ブラウザチップのグランドピンはスプリング式でヒンジ式

になっており、接触安定性に貢献するとともに、密集した回路にも容易にプロービングが可能です。 

オシロスコープの SMA または BNC入力に直接接続して、従来の÷10または÷20の高周波トランスミッションライン・

プローブとして使用できるように、追加の抵抗が付属しています。 

取り扱い方法については RP4000-BROWSERをトランスミッションライン・プローブとして使用する を御覧ください。 

警告：レールプローブとブラウザチップを併用する場合は、あらかじめ装着されている 0Ω抵抗のみを使用し

てください。450Ωまたは 950Ωの抵抗は、ブラウザチップをレールプローブとは別に通常のトランスミッション

ライン・プローブとして使用する場合にのみ使用します。 

項目 パーツ番号 数量 

ブラウザ・アクセサリキット、同梱： RP4000-BROWSER  

ブラウザチップ本体  1 

SMA-SMAケーブル  1 

÷1 減衰抵抗器（0 Ω、装着済）  1 

÷10 減衰抵抗器(450 Ω)  1 

÷20 減衰抵抗器（950 Ω）  1 

プラスチック製ノーズハウジング、青  1 

SMA-BNCアダプタ  1 

 

RP4000-BROWSERキット  
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仕様 

最新の仕様は teledynelecroy.comの製品データシートをご覧ください。仕様は予告無く変更される場合があります。 

メモ：レールプローブに付属する部品は、システムとしてテストされており、ここに記載されている性能は、これらの部品

と組み合わせて使用した場合のプローブを表しています。記載された性能を維持するために、紛失または破損した部

品は、工場で認定された部品と交換してください。 

保証特性 

保証された特性とは、性能が保証されたパラメータのことです。特に断りのない限り、テストはすべての保証された仕

様について、性能検証手順で提供されます。 

帯域幅 

(PCBマウント付きMCXケーブル) 

RP2060:2 GHz 

RP4060:4 GHz 

減衰比精度 1% （50Ω終端時） 

オフセット精度 ±0.1% ±3 mV 

公称特性 

公称特性とは、設計上保証されているが、関連する公差を持たないパラメータや属性のことです。 

オフセットレンジ ±60 V 

減衰比 1.2x 

ＤＣ入力インピーダンス 50 kΩ 

入力ダイナミックレンジ ±800 mV（シングルエンド） 

非破壊最大電圧 100 V (DC + peak AC) 

非破壊最大AC電圧 使用するオシロスコープの50Ωカップリングにおける最大入力電圧値により制限さ

れる 

最大安全入力電圧 IEC/EN 61010-031:2015によるハンドヘルド時60 Vdc（グランド基準） 

出力終端 オシロスコープ入力にて50Ω 

代表特性 

代表特性は、性能を保証するものではないパラメータです。代表特性に関するテストは、性能検証手順には記載され

ていません。 

帯域幅* MCXソルダイン・リード使用時 4 GHz 

U.FL 超小型同軸ケーブル（PCBマウント）使用時 3 GHz 

ブラウザチップ使用時 500 MHz 

立ち上がり時間(10-90%) RP2060: 220 ps 

RP4060: 110 ps 

*帯域幅は、プローブかチップの定格のいずれか低い方になります。  
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物理的特性 

プローブ重量 

(全ての付属品とキャリングケースを含む) 

包装材を含む正味620 g 

プローブ寸法 プローブ：幅38.1 mm x 高さ15.9 mm x 長さ73 mm 

SMA-MCX延長ケーブル：長さ914mm 

MCXソルダイン・リード：使用可能長さ 191mm 

MCX-U.FL同軸ケーブル：使用可能長さ 102mm 

RP4000-BROWSER寸法 幅11.9 mm x 高さ9.5 mm x 長さ38 mm 

SMA-SMAケーブル：使用可能長さ 1m 

環境特性 

温度、動作時 0℃～50℃ 

温度（非動作時） -40℃～70℃ 

相対湿度 5%～80% RH（結露無き事）30℃まで 

50℃、45% RHまで直線的に減少 

高度（動作時） 最大3,000m 

高度（非動作時） 10,000 m 

汚染度 2、屋内使用のみ 

IEC/EN 61010-1:2010によると、これは通常、乾燥状態で、非導電性の汚染のみが発生

する動作環境であるとされています。一時的な結露による導電性は想定されなければ

なりません。 
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プローブインピーダンス周波数特性（RP4060、RP2060） 
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RP4060周波数応答 

RP4060 MCXケーブル ＋ MCX PCBマウント 

 

RP4060 + ソルダイン・チップ 
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RP4060 + U.FLケーブル + U.FL PCBマウント 

RP4060 + ブラウザチップ 
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RP2060 周波数応答 

RP2060 + MCXケーブル + MCX PCBマウント 

RP2060 + ソルダイン・チップ 
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RP2060 + U.FLケーブル + U.FL PCBマウント 

 

PP2060 + ブラウザチップ 
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ソースインピーダンスによる周波数特性の変化 

レールプローブは、低インピーダンスのDC電圧および電源レールをプローブすることを目的としています。プローブの

入力インピーダンスは、ソースインピーダンスが非常に低い場合、DC から定格帯域幅までフラットな周波数特性が得

られるように最適化されていますが、入力インピーダンスは DC で 50kΩから約 1MHz で 50Ωに低下します。ソース

インピーダンスが高い場合、高い周波数でのプローブ入力インピーダンスの低下は、プローブの帯域幅定格を低下

させ、ソースに許容できないほどの負荷を与える可能性があります。 

上記の周波数応答とインピーダンス対周波数のプロットは、0Ω負荷の場合のプローブ性能を表しています。ソースイ

ンピーダンスがゼロでない場合、以下のプロットのように周波数特性が劣化します。 

メモ：ソースインピーダンスがゼロに近い値（約 1Ω、青）はプローブの性能にほとんど影響を与えませんが、ソースイ

ンピーダンスが 50Ωに近づくとプローブの性能に大きな影響を与えます。これは、プローブのトポロジーに基づき予

想されます。 

負荷による周波数特性変化 MCXケーブル+MCX PCB 

 

メモ：上のプロットは、ソースインピーダンスによる周波数特性シェルフ効果をエミュレートしたものです。高周波では

プローブとオシロスコープが 50Ω環境なので、ソースインピーダンスが 50Ωから 0Ωになると帯域内のリップルが大

きくなります。これは、4GHz までのソースインピーダンスが 0Ωの場合、シミュレーションしかできず、測定できないた

め示していません。さらに、リップルは、電源プレーンのソースインピーダンス対周波数の変化、および電源プレーンの

プロービング位置とジオメトリに影響を受けます。 
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操作 

メモ：プローブの操作には、正しいバージョンの MAUI ファームウェアが必要です（P.5 参照）。バージョンを確認する

には、オシロスコープメニューバーから Utilities> Utilities Setupを選択し Status タブを開きます。 

プローブアセンブリ 

1. SMA-MCX 延長ケーブルをプローブハウジング底面の SMA コネクタに取り付けます。 

2. プローブハウジングをオシロスコープの ProBus チャンネルコネクタに押し込んで装着します。適切に挿入す

るとカチッと嵌合音が聞こえます。 

3. 延長ケーブルに（必要に応じ）チップを取り付けます。 

4. プローブをオシロスコープに接続後、20分以上ウォームアップしてから測定してください。 

回路への接続 

DC レール上の AC変動の測定 

DCレールの AC変動を測定する場合、以下のいずれかの回路接続方法を選択することができます。以下の各項目を

参照して、操作してください。 

• 延長ケーブルを使用して、ユーザーが設置したMCX PCBマウントに直接MCX接続（最大 4 GHzの帯域幅

*、36 mm2 PCBマウント・レセプタクル・フットプリント）。 

• U.FL超小型同軸ケーブルで U.FL PCBマウントに直接接続（最大 3 GHzの帯域幅、7.7 mm2 PCBマウント・

レセプタクル・フットプリント）。 

• MCX ソルダイン・リードによるハンダ付け接続（最大 4GHzの帯域幅） 

• ブラウザチップ接続（帯域幅 500MHz） 

* 帯域幅は、プローブとチップの定格のうち、低い方の値になります。 
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フル DC レール電圧の測定 

プローブの±800 mV入力ダイナミックレンジ定格を超えるフル DCレール電圧（変動）を測定するには、レールプロー

ブのアクセサリを使用して、次のように接続します： 

1. オシロスコープのチャンネルカップリングを DC1MΩに設定します。 

警告：DUTをオシロスコープに接続した状態で、カップリングを 50Ωに変更しないでください。 

2. SMA-MCX延長ケーブルは、MCX PCBマウント、ソルダイン・リード、U.FL超小型同軸ケーブルに接続します。 

3. ケーブルの SMA端に SMA-BNC変換アダプタを接続し、オシロスコープチャンネルの BNC入力に接続。 

これは、DCレールのスタートアップ/シャットダウンタイミング計測において、電源レールのパワーインテグリティまたはト

ランジェントレール電圧テストと同じ接続を流用する簡単な方法です。 

MCX直接接続 

MCX 接続は耐久性に優れ、最も高い帯域幅の接続が可能ですが、他のソリューションに比べ設置面積が大きくなり

ます。 

1. MCX PCBマウントを基板にはんだ付けする： 

⚫ 中央のピンを信号にはんだ付け 

⚫ 4つのポストのうち、1つ以上をグランドにはんだ付け 

 

警告：PCBマウントを設置した後は、横方向や縦方向に過度な力がかからないようにしてください。 

2. 延長ケーブル端のプラグを PCB レセプタクルに押し込んでマウントに嵌合します。 

 

詳細は、メーカーの説明書、TE Connectivity, PN 1061015-1を参照してください。  
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U.FL直接接続 

U.FL PCBマウントは、U.FL超小型同軸ケーブルと組み合わせて使用します。この接続は 3GHzまでしか対応していま

せんが、フットプリントが小さいので、非常に高密度な回路や小型の回路に有効です。 

1. U.FL PCBマウントを基板にはんだ付けします。 

 

メモ：手はんだの場合、最高温度は 350℃、5分です。リフローはんだ付けについては、メーカーであるヒロセ電

機から、より具体的な指定があります。 

2. SMA-MCX延長ケーブルに U.FL同軸ケーブルを接続します。 

3. U.FL同軸ケーブルを PCB レセプタクルに嵌合します。 

• 極端な角度を避けて、コネクタの位置を合わせます。 

• ケーブルプラグをレセプタクルに押し込みます。適切に装着されればカチッと嵌合音がします。 

警告：コネクタ嵌合後、ケーブルに嵌合軸に平行な方向に 2N 以上、嵌合軸に垂直な方向に 4N を超える

荷重を加えないでください。ワイヤーを無理にねじったり、変形させたりしないでください。 

U.FL PCB マウント・レセプタクルは、ヒロセ製（PN U.FL-R-SMT-1、数量を示す各種接尾辞付き）です。詳しくは、メー

カーの説明書をご参照ください。 

ヒロセ電機では、左図のようにプラグとレセプタクルの嵌合を解除するた

めのプラグエクストラクションツール（PN U.FL-LP-N-2）を用意しています。

このツールは、世界中の代理店から広く販売されています。U.FL プラグと

レセプタクルの間に装着し、レバー操作でプラグをレセプタクルから引き

抜きます。ケーブルのプラグコネクタのフランジの下にエッジを挿入し、嵌

合軸方向に垂直に持ち上げて外します。 
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ソルダイン接続 

MCX をソルダイン・リードに接続することは、混み合った基板上の DC レールをプロービン

グするのに最適なソリューションです。露出した約 3mm の内部導体を DC レールに接続

し、露出した約 0.5mm の外部導体をグランドに接続します。理想的にはできるだけ短い

グランドリードで接続します。 

左の画像は、ソルダイン・リードの中心導体がコンデンサの片側のパッド（DC 電源レール

が適用される場所）に、外側導体（グランド）がその逆側のグランドパッドにハンダ付けさ

れています。この例では、グランドとの接続を容易にするために、さらに外部導体を露出さ

せています。 

ソルダイン・リードは複数回再利用可能です。数回ハンダ付けした後、ハンダ付けが難しくなった場合は、同軸ケーブ

ルを切り詰め、中心導体をできるだけ短くなるように（＜3mm で定格周波数特性が得られる）外皮から剥き出しにし、

ハンダ付けしてください。このトリミング作業は複数回行うことができ、ケーブルの長さが短くなっても周波数特性に悪

影響を与えることはありません。 
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ブラウザチップの接続 

レールプローブでブラウザチップを使用する場合は、MCX 延長ケーブルを取り外し、ブラウザケーブルをプローブハ

ウジングに装着します。 

ブラウザの先端をテストポイントに置き、寄生容量を最小にするため、本体を回路に対し

てできるだけ垂直に保ちます。ブラウザにより不用意にグランド短絡させたり、DC レール

電圧と他の部品やパターン間をブリッジさせたりしないように、ブラウザの周囲をテープ

で絶縁してください。 

 

 

プラウザのグランドピンを近くのグランドに接触させます。ヒンジ付きグランドピンは、基板

グランドの位置にあわせてブラウザの先端から離したり、近づけたり距離を調節できます。 

 

 

 

ブラウザは、レールプローブで使用するためのパススルー0Ω抵抗が取り付けられた状態で出荷されます。プローブ

の高性能を維持するために、ブラウザをテスト回路に接続する際には、注意が必要です。入力経路の寄生容量やイン

ダクタンスを増やすと、リンギングが発生したり、高速信号の立ち上がり時間が遅くなったりして、性能が劣化すること

があります。 

警告：RP4000-BROWSERをレールプローブで使用する場合には、0Ω抵抗器のみ取り付けてください。レー

ルプローブの減衰比を変えようとして、他の抵抗器を使用しないでください。抵抗値を変更した場合、レー

ルプローブでブラウザを使用する前に 0Ωに戻さないと、オシロスコープに表示される電圧は正しくなくなり

ます。 

レールプローブに接続した場合の RP4000-BROWSERの簡略回路図を以下に示し、簡略化したレールプローブ回路

部分をグレーでハイライトしています。Rpの値は、約 50Ωです。 

 

 

  

Ω  

Ω  
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オシロスコープからの操作 

正確な測定を行うには、プローブをオシロスコープに接続し、少なくとも 20分間ウォーミングアップさせてください。 

このレールプローブは、ProBus インタフェースを搭載したテレダイン・レクロイ製オシロスコープ用に設計されています。

プローブをオシロスコープの入力コネクタに取り付けると、機器はプローブを認識して以下の動作を行います： 

• オシロスコープの入力カップリングを DC50Ωに設定 

• プローブの減衰比を 1.2xに設定 

• オシロスコープのユーザー・インタフェースでプローブをコントロール可能にします。 

チャンネル設定ダイアログ（C1）と、その隣のプローブダイアログ（C1 RP4060） 

プローブの属性は、プローブが検出されたときに Cnダイアログの隣に表示される Probeダイアログに表示されます。

プローブダイアログには、AutoZeroボタンもあります。 

RP4060プローブダイアログ 

垂直軸スケール(Volts/div) 

オシロスコープは自動的に公称 1.2xの減衰を考慮し、減衰値を反映するように垂直軸スケール（ゲイン）の読み値を

調整します。その他に調整する必要ありません。 

メモ：RPxx60 の最大入力ダイナミックレンジは±800mV です。RPxx60 を接続した場合のオシロスコープの最大ゲイ

ン設定は、±200mV/divです。ほとんどの DCレール電圧は 800mVを超えるので、オシロスコープで信号を表示する

ためには、ある程度のオフセットを設定する必要があります。 

オフセット 

レールプローブは、16 ビットオフセット DAC による±60V のオフセット能力を内蔵しており、高いオフセット精度と分解

能を実現しています。オフセットを使用すると、DC結合を維持しながら入力信号からDCバイアス電圧を除去すること

ができます。プローブオフセットを使用することで、プローブの全ダイナミックレンジをオシロスコープ・グリッドの垂直

中心付近に集中させることができ、DCバイアス信号に対して高感度ゲイン設定を使用することが可能になります。 

プローブのオフセットは、フロントパネルの Vertical OFFSET ノブで操作します。設定したオフセット値は、入力チャンネ

ルのディスクリプタボックス（画面左下のトレース情報ボックス）に表示されます。 

メモ：テレダイン・レクロイ製オシロスコープでは、表示される入力オフセットは、印加電圧をゼロにするために必要な

オフセット量です（例えば、1V の DC レールをグリッド上に垂直にセンタリングするためには、-1V のオフセットが必要

です）。  
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カップリング 

レールプローブをオシロスコープに接続した場合、入力カップリングは自動的に DC50Ωに設定され、変更することは

できません。 

帯域幅制限 

レールプローブの帯域幅は、モデルやチップの取り付け方によって異なりますが、最大 4GHzまでです。帯域幅を定格

以下に制限するには、Cnダイアログの Bandwidthコントロールから選択します。 

減衰比 

レールプローブをオシロスコープに接続した場合、減衰比は自動的に 1.2xに設定され、変更することはできません。 

メモ：ブラウザチップをオシロスコープに直接接続してトランスミッションライン・プローブとして使用する場合は、適切

な抵抗を取り付け、Cn 設定ダイアログで Attenuation を÷10 または÷20 に手動設定してください。RP4000-

BROWSERをトランスミッションライン・プローブとして使用するを御覧ください。 

Auto Zero 

20 分間のウォームアップ後や、周囲温度の大きな変化にプローブがさらされた場合、DC オフセット・ドリフトが発生す

ることがあります。プローブダイアログには、DC オフセット・ドリフトを除去するためのオートゼロ機能が組み込まれて

います。 

Auto Zeroを呼び出すには、Cn RPxx60ダイアログを開き、Auto Zeroをタッチします。オートゼロ実行中にプローブ

アンプから入力を切り離すリレーを内蔵しているため、オートゼロ実行前にプローブを DUT から切り離す必要があり

ません。 

メモ：プローブ先端がオープンである場合、オートゼロの後、プローブにわずかな非ゼロオフセット値が観察される場

合があります。これは正常で、プローブアンプから 50KΩの入力インピーダンスへのわずかな入力オフセット電流を表

しています。プローブが低インピーダンス DUTに接続されているか、GND結合されている場合、電流は低DUTインピ

ーダンスを流れるので、このオフセットは観察されません。 

  



RP2060/RP4060 電源レールプローブ 

24 

実践例 

DUTへのダメージの回避 

警告：低電圧 DC電源レールは大電流を流せるため、グランドと短絡すると大きな電流が流れ、DUTにダメ

ージを与える可能性があります。これを防ぐために： 

• DUT の電源を入れる前に、はんだ付けや PCB マウントの接続を注意深く点検し、電源レールとグランドの間

に不用意な短絡がないことを確認してください。 

• 接続箇所の周囲には絶縁テープなどを使用してください（特にケーブルのグランドが露出するソルダイン・リ

ードを使用する場合）。 

• ソルダイン・リードと同軸ケーブルを DUT にテープで固定し、接続ポイントへのストレスや偶発的な切断によ

るレール電圧の短絡やその他の回路への損傷を回避してください。 

• ブラウザアクセサリを使用する際は、グランドピンと導電性のブラウザチップおよびチップアセンブリ、または

ブラウザグランドピンと DCレールとの間の不注意な接触を避けるために、細心の注意を払ってください。 

寄生インダクタンスの回避 

レールプローブのグランド接続は、すべて非常に短い（ブラウザ）か同軸です。これは、プローブ接続時に回路に付加

される寄生インダクタンスを低く抑えるためです。 

ブラウザのグランドリードを長くしたり、同軸のソルダインに長いグランドリードを取り付けたりすると、プローブの寄生

ループインダクタンスが大きく増加し、信号忠実度性能が劣化します。これは、信号上では「リンギング」や高速信号

の立ち上がり時間の劣化として現れます。大きなループ面積は、ループを通過する放射電磁界をピックアップし、プロ

ーブ入力にノイズを誘発する可能性があります。 

グランドループが存在しないことを確認するため： 

1. グランドとチップを DUTのグランドに接続します。 

2. 低ノイズの 0Vdc信号が測定されていることを確認 

ヒント:ブラウザチップを使用する場合は、ブラウザ本体を被測定回路に対して垂直になるようにします。これにより、

寄生容量を最小限に抑え、高い性能を維持することができます。 

プロービング位置の選択 

電源プレーンでは、通常 2次元の定在波が発生します。プロービングポイントのランドパターンをできるだけ関心領域

の近くに配置します。 
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RP4000-BROWSERをトランスミッションライン・プローブとして使用する 

RP4000-BROWSER アクセサリは、PP066 トランスミッションライン・プローブと同じですが、出荷時に「パススルー」0

Ω抵抗があらかじめ取り付けられており、1xの減衰比を提供します。 

RP4000-BROWSER チップをトランスミッションライン・プローブとして使用する場合は、0Ω抵抗の代わりに付属の

450Ω（÷10）または 950Ω（÷20）抵抗をブラウザ本体に取り付けてください。 

1. ノーズハウジングを反時計回りに回転させ、ハウジング内の抵抗器を曲げたりねじったりしないように注意し

ながら、先端から引き抜いて取り外します。 

2. 抵抗器をねじったり曲げたりせずに、先端からまっすぐに引き抜いてください。 

3. 代替抵抗の一端をブラウザの先端にゆっくりと挿入します。 

メモ：450Ω（÷10）の抵抗には方向の指定があります。点線のある方の端をプローブ側に向けて配置してく

ださい。950Ω（÷20）の抵抗は、方向の指定がありません。 

4. ノーズハウジングを抵抗器の上に注意深く差し込み、プローブ本体にネジ止めして、再び取り付けます。プロ

ーブ減衰比を区別するために、以下のノーズハウジングが添付されています：450Ω 抵抗用、黒（1 個）およ

び 950Ω抵抗用、青（1個） 

5. 入力チャンネル（Cn）設定ダイアログで： 

• 適切な Attenuationを選択します。 

• Couplingを DC50Ωに設定します。 

6. ブラウザケーブルをオシロスコープの BNC入力に接続します。 

7. ブラウザチップを被測定回路の上に置き、グランドピンも接触させます。 

以下は、RP4000 Browser を従来のトランスミッションライン・プローブとして使用する場合の簡略化した回路図です。

Rs1は 450Ω（10x動作）または 950Ω（20x動作）の付属抵抗、Rpは約 60Ω（10x）または 45Ω（20x）です。 

 

 

  

Ω 
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性能試験 

この手順は、レールプローブの保証された特性を確認するために使用できます。LF 減衰精度とオフセット精度をテス

トします。 

レールプローブの推奨校正周期は 1 年です。年次校正の最初の段階でこの性能試験手順を全て行ってください。プ

ローブカバーを外したり、ユーザーを危険な電圧にさらしたりしなくても、この手順を完了することができます。試験結

果は、このマニュアルに記載されている RP4000試験記録のコピーに記入することができます。 

必要機器 

以下の表は、RPxx60 電源レールプローブの性能検証に必要な試験装置と付属品（またはそれに相当するもの）の

一覧です。機器によって入出力コネクタの形状が異なるため、別途アダプタやケーブルが必要な場合があります。 

説明 最低要件 機器例 

オシロスコープ ProBusインタフェース搭載 Teledyne LeCroy HDO6000B、WaveRunner 9000 

デジタルマルチメータ 

（2台必要） 

DC：0.1%精度 

AC：0.1%精度 

5.5桁 

Keysight Technologies 34401A Fluke 8842A-09 

ファンクション・ 

ジェネレータ 

正弦波出力、1MΩ@70Hzに対して

14.14Vp-p(5Vrms)に調整可能。 

 

Teledyne LeCroy WaveStation 3082 

Keysight Technologies 33120A 

Stanford Research Model DS340 

BNC同軸ケーブル オス－オス、50Ω、91cm Pomona 2249-C-36 Pomona5697-36 

BNC T分岐コネクタ オス－２メス Pomona 3285 

バナナプラグ・アダプタ メスBNC－２バナナプラグ Pomona 1269 

SMA(f)-BNC(m)アダプタ  Pomona 4289 

校正フィクスチャ ProBusエクステンダ LeCroy Probus-CF01 

精密BNC(f)-デュアル 

バナナプラグ50Ω終端器 

50Ω±0.05% LeCroy Term-CF01 

 

メモ：使用するテスト機器によっては、必要な精度を満たすために必要な環境上の制約がある場合があります。周囲

条件が手順の中で使用されるすべての試験機器の要件を満たしていることを確認してください。 
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機能チェック 

機能チェックはプローブの機能的な基本動作を確認します。性能試験を行う前にこの機能チェックを行う事をお勧め

します。 

1. レールプローブをオシロスコープの C1入力に接続します。 

2. C1 RPxx60 ダイアログが C1 設定ダイアログの隣に現れることを確認します。これにより、プローブが認識さ

れたことが確認されます。 

3. C1 RPxx60ダイアログを開き、Auto Zeroをタッチし、OK してプローブをオートゼロします。 

4. メッセージバーに"Performing Auto Zero on RPxx60"と表示され、エラーメッセージが出ていないことを確

認します。  

性能試験 

事前準備 

1. 28ページの図に示すように、レールプローブとテスト機器をセットアップします。 

2. Probus-CF01をオシロスコープの C1入力に接続します。 

メモ：すべての手順では、Probus-CF01の接続先として C1を想定しています。 

3. 検証手順を実行する前に、オシロスコープの電源を入れ、少なくとも 30 分間のプローブウォームアップ時間

をとってください。 

4. 他の試験機器の電源を入れ、メーカーが推奨する時間だけウォーミングアップします。 

5. 機器が動作温度に達するまでの間に、性能検証試験記録のコピーを取り、必要なデータを記入し、「機能チ

ェック」手順のステップ 2を複数回実施し、Probus-CF01が正常に動作することを確認します。 
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性能試験セットアップ 
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LF減衰精度の確認 

1. レールプローブと試験機器を p.28接続図に従って接続します。 

2. ２つの DMMを設定して Vacを測定します。 

3. ファンクション・ジェネレータを正弦波、50Hz、振幅 200mVrms@HiZに設定します。 

4. DMMで測定した電圧を試験記録の“ジェネレータ出力電圧”に記録します（約 200mVAC）。 

5. DMM で測定したプローブ出力電圧に 1.2354 を乗じ、試験記録の“RPxx60 測定電圧”に結果を記録しま

す。 

メモ：プローブ出力電圧は、オシロスコープ C1 RPxx60ダイアログの Effective Gain属性で 1.2に丸められ

た状態で表示されます。 

6. 以下の式を使って減衰精度(%)を計算します： 

(𝑆𝑡𝑒𝑝 5 𝑣𝑎𝑙𝑢𝑒 − 𝑆𝑡𝑒𝑝 4 𝑣𝑎𝑙𝑢𝑒)

𝑆𝑡𝑒𝑝 4 𝑣𝑎𝑙𝑢𝑒
× 100 

7. LFの減衰精度“ゲイン誤差”を試験記録に記録します。 

オフセット精度の確認 

1. プローブと試験機器を p.28接続図に従って接続します。 

2. 両方の DMMを DC V測定用に設定します。 

3. ファンクション・ジェネレータを DC Vを出力するように設定します。 

4. オシロスコープの C1設定ダイアログ（C1 RPxx60ダイアログではない）を開き、Couplingをグランド（GND）

に設定します。C1が 0.00mVの Offsetであることを確認します。 

5. DMMで測定したプローブ出力電圧に 1.2354を乗じ、結果を試験記録の“RPxx60 オフセット電圧”に記録

します。 

6. C1設定ダイアログで、カップリングを DCに戻します。 

7. HiZで+10Vdcを出力するようにファンクション・ジェネレータを設定します。 

8. DMMで測定した“ジェネレータ出力電圧”を試験記録に記録します。 

9. C1オフセットを、DMMで測定したジェネレータ出力値のマイナスに設定します。 

10. DMM で測定したプローブ出力電圧に 1.2354 を乗じ、結果を試験記録の“RPxx60 測定電圧”に記録しま

す。 

11. 以下の式を使ってオフセット精度(%)を計算します： 

(𝑆𝑡𝑒𝑝 10 𝑣𝑎𝑙𝑢𝑒 − 𝑆𝑡𝑒𝑝 5 𝑣𝑎𝑙𝑢𝑒)

𝑆𝑡𝑒𝑝 8 𝑣𝑎𝑙𝑢𝑒
× 100 

メモ：すべての値が V(ボルト）に変換されていることを確認してから計算してください。 

その結果を試験記録のステップ 11 “オフセット誤差”に記録してください。 

12. HiZで-10Vdcを出力するようにファンクション・ジェネレータを設定します。 

13. DMMで測定した“ジェネレータ出力電圧”を試験記録に記録します。 

14. C1オフセットを、DMMで測定したジェネレータ出力値のマイナスに設定します。 

15. DMM で測定したプローブ出力電圧に 1.2354 を乗じ、結果を試験記録の“RPxx60 測定電圧”に記録しま
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す。 

16. 以下の式を使ってオフセット精度(%)を計算します： 

(𝑆𝑡𝑒𝑝 15 𝑣𝑎𝑙𝑢𝑒 − 𝑆𝑡𝑒𝑝 5 𝑣𝑎𝑙𝑢𝑒)

𝑆𝑡𝑒𝑝 13 𝑣𝑎𝑙𝑢𝑒
× 100 

メモ：すべての値が V(ボルト）に変換されていることを確認してから計算してください。 

試験記録のステップ 16 “オフセット誤差”に結果を記録します。 

これでレールプローブの性能検証は完了です。ユーザーの内部校正規定に従い、必要に応じて試験記録を完成させ、

保存してください。 

性能検証手順の結果を記録するために、このページをコピーすることができます。適用される内部品質手順の要件

に従い、完了した記録を保存してください。 

『試験結果』の下に記載されている結果は、実際の仕様リミットチェックです。試験限界値は、これらのステップのすべ

てに含まれています。『途中データ』の下に、限界値適合を確認するための他の測定値と中間計算値を記録します。 
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RP___60 試験記録 

Serial Number：                                                          

アセット/トラッキング番号：                                                         

日付：                                                           

測定者：                                                           

 

機器 モデル シリアル番号 校正期限 

デジタルマルチメータ #1    

デジタルマルチメータ #2    

オシロスコープ    

ファンクション・ジェネレータ   N/A* 

*ファンクション・ジェネレータは、相対的な測定を行うために使用されます。ジェネレータの出力は、DMM やオシロス

コープで測定します。したがって、ジェネレータの校正は必要ありません。 

LF減衰精度 

ステップ 説明 途中データ テスト結果 

4 ジェネレータ出力電圧 mVrms  

5 RPxx60測定電圧 mVrms  

6 ゲイン誤差(<±2.5%)  % 

 

オフセット精度 

ステップ 説明 途中データ テスト結果 

5 RPxx60 オフセット電圧 mVdc  

8 ジェネレータ出力電圧 Vdc  

10 RPxx60測定電圧 mVdc  

11 オフセット誤差（<±0.10%）*  % 

13 ジェネレータ出力電圧 Vdc  

15 RPxx60測定電圧 mVdc  

16 オフセット誤差（<±0.10%）*  % 

*実際のオフセット誤差仕様は、±0.1%±3mVです。 

  



RP2060/RP4060 電源レールプローブ 

32 

メンテナンス 

クリーニング 

プローブとケーブルの外側は、水またはイソプロピルアルコールで湿らせた柔らかい布でクリーニングしてください。

研磨剤や強力な洗剤などの溶剤を使用すると、プローブを傷めることがあります。 

警告：プローブケースは密閉されていないので、絶対に液体に浸さないでください。 

校正周期 

推奨校正周期は 1年です。調整は有資格者のみ行うことができます。（性能試験手順はこのマニュアルに含まれてい

ます。） 

サービス方針 

レールプローブは挟ピッチの表面実装デバイスを利用しているため、現場での修理は現実的ではありません。故障し

たプローブはテレダイン・レクロイのサービス部に送っていただき、診断および交換を実施します。保証対象の故障プ

ローブは工場整備品と交換します。保証対象外のプローブは工場整備品と交換出来ます。この交換サービスには一

定の費用がかかります。 

トラブルシューティング 

プローブが正常に動作しない場合、プローブが不良品であると判断する前に、以下の各項目を確認してください。 

• オシロスコープは、必要なバージョンのMAUIファームウェアを実行しています（P.5参照）。 

• レールプローブが接続されているチャンネルには、RPxx60 のプローブダイアログが表示され、プローブが認

識されたことが示されます。 

• SMA-MCX延長ケーブルのMCX端に接続されたリード/チップは、ケーブルと DUTに正しく接続されていま

す。 

• 適切なオフセットが入力に適用されれば、信号がオシロスコープのグリッドに表示されます。テレダイン・レク

ロイのオシロスコープでは、オシロスコープに表示される入力オフセットは、印加電圧をゼロにするために必

要なオフセット量です（例えば、オシロスコープ・グリッド上で 1VDC レールを垂直にセンタリングするには、-

1Vオフセットが必要です）。 
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製品の修理 

修理の必要が生じた製品は、テレダイン・ジャパン株式会社、または担当の代理店にご返却ください。保証期間内の

製品に関しては無償で修理いたします。保証期間を過ぎた製品に関しては、弊社修理規定による修理費を請求させ

ていただきます。 

お預かりから納品まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご依頼はWeb、または Emailにて承ります。 

Web：www2.odn.ne.jp/aaf80240/form-repair2010.html 

Email：lecroy.service.japan@teledyne.com 

製品番号と不良の内容をご確認ください。 

 

 

 

弊社サービス窓口担当者よりご連絡させていただきます。弊社から梱包箱をお

届けする引き取りサービスもございますので、サービスをご要望の方はご相談く

ださい。 

お急ぎの方は、申し込み時のフォームにご記入の上、印刷したものを現品添付し

てご発送ください。 

 

お預かりしてから 1 週間以内に診断結果を報告します。有償修理の場合は、合

わせて見積書をご案内させていただきます。診断が難航し見積書提出までに 1

週間以上を要する場合や症状が表れていない時などにつきましても、1 週間以

内に途中経過を報告いたします。 

 

 

 

見積書承認欄への署名や注文書を弊社へ頂いた時点で作業着手となります。 

キャンセルの場合、診断料や送料を含む費用の請求はございません。診断のた

め、分解していることがあり、復旧までにお日にちをいただきます。 

 

作業完了後、ご指定の場所へ返却いたします。お申し込み時に Emailアドレスを

ご記入いただきますと、納品時に発送伝票番号をお知らせします。 

ご請求先と返却先が同じ場合、納品時に請求書を合わせてお送りします。請求

先が異なる場合や代理店を通して修理をご依頼いただいている場合は、後日

請求書を指定先にお送りします。 

修理校正のお申し込み 

お預かり・発送 

診断および見積もりのご案内 

作業着手 キャンセル 

作業完了～納品 

注意：保証期間は弊社販売履歴より判断します。 

注意：見積書ご確認の際はお支払条件をご確認ください。弊社販売

代理店でも修理依頼を承ります。 

http://www2.odn.ne.jp/aaf80240/form-repair2010.html
mailto:lecroy.service.japan@teledyne.com
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その他ご連絡先、および御依頼品の送り先 

テレダイン・ジャパン株式会社サービスセンター 

〒183-0006 東京都府中市緑町 3-11-5 芳文社府中ビル 3F 

TEL: 042-402-9401 

FAX: 042-402-9583 

Email: lecroy.service.japan@teledyne.com 

 

修理を依頼する前にご確認いただきたい情報 

⚫ 型式、シリアル番号 

⚫ 症状 

⚫ 現象を再現させるために必要な条件(弊社で現象確認できない場合、そのまま返却します。信号入力が必要

になる場合は、ファンクション・ジェネレータで発生できる波形の条件をお知らせください) 

⚫ 発生頻度 

 

テクニカル・サポート 

インストール、校正、およびソフトウェア、アプリケーション全般にわたるサポートについては、お近くのお客様サポート・

センターにお問い合わせください。 

Teledyne LeCroyのテクニカル・サポートセンター 

電話： 042-402-9400 

Fax： 042-402-9586 

Web： http://teledynelecroy.com/japan/support/default.asp 

Email： lecroy.contact.japan@teledyne.com 

 

  

mailto:lecroy.service.japan@teledyne.com
http://teledynelecroy.com/japan/support/default.asp
mailto:lecroy.contact.japan@teledyne.com


ユーザーズマニュアル 

35 

保証 

以下の保証は、他の一切の明示または黙示の保証（商品性、特定目的・使用への適合性を含むがこれに限られま

せん）に優先します。テレダイン・レクロイは、契約上の記述の如何にかかわらずいかなる特別な偶発的、または結果

的な損害に対して責任を負わないものとします。顧客はサービス施設への返送のための輸送費および保険料につ

いて責任を負います。テレダイン・レクロイは、すべての保証対象製品を輸送費負担のうえ返送します。 

本製品は通常の使用および操作に対し出荷後1年間仕様の範囲内であることを保証します。テレダイン・レクロイは、

この期間内に当社の認定サービスセンターに返送された製品を修理するか、当社の判断により交換します。しかしこ

れを行うには、まず製品を検査し、製造または材料による故障であり、誤使用や警告無視、事故または正常でない条

件や操作によるものでないことを確認する必要があります。 

テレダイン・レクロイは、以下の場合のいかなる不具合、損傷または障害に対して責任を負いません：a）テレダイン・レ

クロイ認定者以外の人員による修理または設置、b）互換性のない機器への不適切な接続、または c）テレダイン・レ

クロイ製以外の付属品の使用。さらに、テレダイン・レクロイは、改造または組込みが作業時間または製品保守の困難

さを増加させる場合、改造または組込みされた製品を修理する義務を負わないものとします。スペアパーツと交換パ

ーツおよび修理には 90日間の保証が適用されます。 

テレダイン・レクロイが製造していない製品は、元の機器メーカーの保証の対象となります。 
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規格認証 

最新の認証については、納品時に製品に付属する EC適合宣言文書を参照してください。 

RPxx60プローブは、以下の規格に適合しています： 

IEC/EN 61010-031:2015+A1:2018 計測、制御、実験室使用電子機器への安全要件－パート 031：電子計測および

試験の為のハンドヘルド・プローブ・アッセンブリの安全要件 

IEC/EN 61326-1:2020 電子計測、制御、実験室使用機器への EMC要件 

IEC/EN 61326-2-1:2021-EMC非保護アプリケーション用高感度テストおよび測定機器に関する特別要件 

本プローブには、電気・電子機器廃棄物（WEEE）に関する指令 2012/19/ECへの欧州連合の要件に準拠

していることを示す記号が付いています。 

お客様のテレダ イ ン ・ レ ク ロ イ製品の適切な処分と リサ イ クルの詳細につ き ま し ては

teledynelecroy.com/recycleをご参照ください。 

特に定めがない限り、すべての材料およびプロセスは、RoHS 指令 2011/65/EU に完全に準拠しており、同指令のさ

らなる修正または変更を含みます。 
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